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１．背景と目的 

道路，鉄道等の車両走行区域における保守作業では，作業者は作業性や安全性を考慮しながら工事規制の区

間及び時間帯（以下，規制範囲）を設定する必要がある。近年，高速道路では利用者の便益・社会への影響緩

和から夜間帯に施工をシフトしており，作業者の作業性や安全性の確保がより重要となっている[1]。一方で，

物流の変化から区間によっては高速道路を走行する大型車が増加しており，一旦事故が起きると復旧に時間

を要するため，必ずしも夜間帯の工事規制であれば社会への影響が緩和されるとは限らない。本報告では，作

業者の安全性の確保を目的とし，工事の実態にあわせた規制範囲における危険度の定量化と，この危険度を用

いた作業の推奨・回避時間帯の抽出方法を検討したので報告する。 

２．提案方式 

図１に全体の処理フローを示す。施工の実態に合わせて危険度を算出するため，まず，(a)施工データを用

いて作業の開始・終了位置を示す区間のパターンを抽出する。次に，(b)交通量データを用いて(a)のパターン

ごとの支障台数を算出し，(c)時間帯や車種の事故確率を考慮して危険度を算出する。最後に，危険度が低い

時間帯を作業の推奨時間帯，危険度が高い時間帯を回避時間帯として抽出する。 

 

図１ 施工区間ごとの施工推奨時間帯・回避時間帯の処理フロー 

２．１ データ 

施工データは，NEXCO中日本・工事規制予定 MAP[2]から，中央自動車道 E20（高井戸 IC～岡谷 JCT）におけ

る 2023/1/26時点の 1/26～2/25の 1か月分の施工予定の施工区間（IC等の起点・終点名）を使用した。また，

交通量データは，平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査の一般交通量調査の，東京・神奈川・山梨・長野

の中央自動車 E20 に該当する時間帯ごとの交通量データを使用した[3]。なお，交通量データは補足として記

載されている IC名等を参考に，上下別に施工区間に包含する複数の区間を当該区間とした。  

２．２ 算出方法 

（a）区間パターンの抽出 

施工データの開始・終了地点名に紐づく位置情報（km ポスト）を用いて階層型クラスタリングで区間を分

類した。階層型クラスタリングは ward法，距離はユークリッド距離とし，また，クラスタ数を決める閾値は，

クラスタ間距離と分類結果を確認しながら上下別に調整した。なお，クラスタ𝑖の施工実績群の最小・最大 km

ポストを区間パターン𝑖の開始地点𝐿𝑠𝑖・終了地点𝐿𝑒𝑖として定めることとした。 

（b）各区間パターンの支障台数算出 

線別（上り・下り）・車種（大型車・小型車）ごとの交通量データを用いて，(1)で抽出した区間パターン𝑖 
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ごとに支障台数𝑉を算出した。なお，開始地点𝐿𝑠𝑖～終了地点𝐿𝑒𝑖の間の交通量データが複数存在する場合は時

間帯別に平均して求めた。 

（c）事故確率を考慮した危険度の算出 

(1)に事故確率，(2)に危険度の算出式を示す。なお，(1)式の 𝑃𝑟は事故確率，𝑡は時間帯，𝑐は車種，𝑤𝑡は時

間帯ごとの重みづけ，𝑤𝑐は車種ごとの重みづけ，𝑃0は基準の事故確率を表す。また，(2)式の𝐻は危険度，𝑇𝑠

は作業の開始時間，𝑇𝑒は作業の終了時間，𝑉̅は支障台数の平均を表す。 

事故確率 𝑃𝑟(𝑡, 𝑐) = 𝑤𝑡(𝑡)・𝑤𝑐(𝑐)・𝑃0 

危険度 𝐻(𝑖, 𝑇𝑠 , 𝑇𝑒) = ∑ (𝑉̅(𝑖, 𝑡, 𝑐)・𝑃𝑟 (𝑡, 𝑐))

𝑇𝑒−1

𝑡=𝑇𝑠

 

(2）式では，(1)で表す事故確率を(b)の支障台数に重みづけし，指定の作業時間帯𝑇𝑠～𝑇𝑒間で足し合わせて，

規制範囲（区間・時間帯）の危険度として算出している。事故確率は，本報告では暫定的に指定しており，時

間帯ごとの重みづけ𝑤𝑡は日中帯（4 時～17 時）を 0.5,その他夜間帯（17 時～4 時）を 1 として設定，また，

車種ごとの重みづけ𝑤𝑐は，小型車を 1，大型車を 2として設定した。 

３．結果 

図２に上下別・作業時間別の作業の推奨・回避時間帯を示す。危険度が低い規制範囲が青（推奨時間帯），

危険度が高い規制範囲が赤（回避時間帯）を示している。なお，最終的には，指定した施工区間の中でより良

い作業時間帯を決定するため，危険度は各区間パターンの平均値で除算したものをプロットした。 

 

(ⅰ) 4時間            (ⅱ) 8時間           (ⅲ) 12時間 

図２ 上下別・作業時間別の作業の推奨・回避時間帯 

今回の事故確率の設定では，全体的に夜間時間帯が推奨時間帯となる傾向を示す。一方で，下り線(ⅰ)のよ

うに，終点側においては日中帯でも夜間帯と 10%程度しか変わらない時間帯が存在する。この結果より，施工

の区間・作業時間によっては，安全性を保ちつつ，日中帯に施工をシフト可能であることを示せた。 

４．まとめと今後の課題 

高速道路のデータを用いて，工事の実態にあわせた規制範囲における危険度の算出と，作業の推奨・回避時

間帯の抽出方法を検討した。提案方法により，安全性を保つことが可能な作業時間帯を定量的に選択可能とな

ることを示せた。今後の課題として，より細かい施工区間・動的な交通量データの取得，天候・地形・作業者

の体調等を考慮した事故確率の算出と，同様の車両走行区域である鉄道・空港の滑走路などの保全にも活用可

能か検討する。 
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